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研究成果の概要（和文）：　「女性アルコール依存症者の断酒継続につながる思いについての質問紙」を「断酒継続出
来ていない女性アルコール依存症者」に対して実施したところ、ミーティングに出席することの価値や参加による満足
感が十分に得られず、出席が中断され、その結果再飲酒につながってしまうのではないかということが示唆された。
　しかし、ミーティングそのものは認めており、また「定期的にミーティングに出続けることにより、うつの早期発見
・早期治療につながると思う」に対して「非常にあてはまる」と答えており、本研究において、この質問紙を使い、ミ
ーティングへの参加を促し続けることが重要であることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：　A questionnaire survey about thoughts that contribute to sustainable abstinence 
in women with alcohol dependence was conducted with alcoholic women who had been unable to remain 
abstinent. The survey data suggest that the women were unable to discover the value or feel the 
satisfaction of attending meetings, leading them to discontinue their attendance and return to drinking. 
However, these women recognized the importance of the meetings, and they also answered “definitely yes” 
to the questionnaire item asking whether “regular attendance at meetings promotes the early detection 
and treatment of depression.” The findings of this study revealed that it is important to continue 
encouraging alcoholic women to attend meetings using the present questionnaire.

研究分野： 精神看護学
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１．研究開始当初の背景 
 近年飲酒と薬物の併用による自己あるい
は自殺企図の死亡がマスメディアの世界で
も頻回に取り上げられており、またアルコー
ルとうつ病に密接な関係があるという報告
からも今後このような死亡件数が増えてい
く可能性が高い。 
 一方近年女性のアルコール依存症者が増
えてきており、社会的な問題にもなってきて
いる。この病気は長期の飲酒歴によっておこ
ることが特徴であるが、女性の場合短期の飲
酒歴でかつ飲酒量が比較的少量でも急速に
アルコール依存症となってしまう危険があ
り、男性以上に生活の破綻や生命への危機に
もつながりやすい。 
 女性アルコール依存症の特徴については、
女性のアルコール関連問題についての偏見
が男性以上に強いことの報告や女性の問題
飲酒にはライフサイクルや性役割意識が関
連しているということでの報告がある。また
アルコール依存症の回復における自助グル
ープの重要性についてはいくつかの先行研
究で報告されているが、女性アルコール依存
症と自助グループに関する研究は非常に少
なく、その回復過程の困難さについて女性メ
ンバー同士の体験から明らかにしたことの
報告しかない。 
 また女性の社会進出の増加や男女雇用機
会均等法の設置とともに男性と同じような
職務ストレスを受ける女性が増え、それとと
もに女性の飲酒機会は増えてきていること
でアルコール依存症になる女性も増えてき
ている。一方仕事をしていない女性において
も家庭に閉じこもり、話し相手がいない寂し
さを埋めるためについ酒に手を伸ばしてし
まうということが原因となる主婦のアルコ
ール依存症についても依然として問題とな
っている。 
 女性がアルコール依存症になることで家
族関係や子どもの心身の発育に対する影響
は大きく、また女性のアルコール依存は男性
アルコール依存症者とは違った様相で生じ
るともいわれており、女性アルコール依存症
者の回復に対する看護や支援には、社会的な
背景や性役割など男性アルコール依存症者
とは異なる視点での介入が必要であると考
えられる。 
 
２．研究の目的 
 女性のアルコール依存症者に起こりうる
死と直結する行動（アルコール依存症と合併
する「うつ病」による自殺、多量飲酒時の事
故等）を予防し、彼女らが安定した日常生活
を営み、QOL をより向上させることができ
るためのプログラムを開発する。 
 
３．研究の方法 
①断酒継続に成功している女性アルコール
依存症者（以下成功者とする）へインタビュ
ーを行い、その内容を質的に分析することに

より、成功者が断酒継続のための治療をどの
ように受けとめ、今日に至っているのか、断
酒継続できていることをどのように考える
のか、成功者の特徴（感情・思考・物事のと
らえ方や女性特有の悩み等）を明らかにする。 
②成功者の特徴を参考にした質問紙を開
発・使用することで、成功者と断酒継続が困
難な女性アルコール依存症者（以下困難者と
する）の違いを導き出す。 
③困難者の断酒継続を可能にするためのプ
ログラムを開発し、そのプログラムを用いた
介入を行いプログラムの効果を明らかにす
る。 
 
４．研究成果 
1)女性アルコール依存症者が女性のみのメ
ンバーで構成される Alcoholics Anonymous 
ミーティング（以下 AA）に参加することで、
特にアルコール依存症からのうつ状態への
移行への予防という点を重視して明らかに
することを行った。 
 その結果、4のカテゴリーと 13 のサブカテ
ゴリーが抽出された。 
（1） カテゴリー1：参加によるひきこもり

の予防（3のサブカテゴリー＜参加の
ための外出による気分転換＞＜引き
こもりによる病状悪化の予防＞＜自
宅以外の居場所の確保＞から構成さ
れており、ミーティングに行かなけ
ればならないと奮起して外出するこ
とが気晴らしになって、家に閉じこ
もり病気になってしまうことを予防
できたのではないかということが語
られていた。） 

（2） カテゴリー2：安心して自分を取り戻
せる場の確保（3のサブカテゴリー＜
命あることの喜び＞＜話したり聞い
たりすることによる安心感・安楽感
の確保＞＜ありのままの自分の許容
＞から構成されており、AA に参加す
るまでは自分の怒りの感情に対して
罪悪感をもっていたのが、自分の感
情を素直に出せるようになり、そん
な自分を許せるようになったと評価
していた。） 

（3） カテゴリー3：依存症から離れる力を
得る場の確保（3のサブカテゴリー＜
新しい生き方を知ったことによる精
神的安楽＞＜定期的参加による日々
の落ち込みからの回復＞＜ミーティ
ングの存在が心のよりどころ＞から
構成されており、ミーティングに参
加して自分の思いを吐き出し、すっ
きりした気分になることでホッとし
たり、安心感が得られることで気持
ちが楽になったり、居心地がよいの
で寂しさが紛れたりしたことや、ミ
ーティングで他の人の話を聞いてあ
げることで、他の人から必要とされ
る自分の存在価値を再確認できたこ



とが自分の心の安定につながったと
評価していた。） 

（4） カテゴリー4：女性同士の共感と語り
の共有（同性のアルコール依存症者
の存在ということに関する 4 のサブ
カテゴリー＜女性しかいないので安
心して泣いたり、吐き出したりでき
る場所の確保＞＜同性であるスポン
サーや仲間と同じ時間を共有するこ
とによる安心感＞＜女性アルコール
依存症は自分だけではないと思える
ことによる癒やし＞＜会って分かち
合える同性の人が存在することの喜
び＞から構成されており、女性のア
ルコール依存症という共通項の強さ
でつながっている人達に話を聞いて
もらったり、話を聞いてあげたりす
る、すなわち同じ場所で同じ時間を
すごすことで、自分自身が癒やされ
たり満足したりできることについて
の思いが語られていた。 

2）この導き出されたカテゴリー、サブカテ
ゴリーを参考に、断酒継続に成功しているア
ルコール依存症者の断酒継続に対する特徴
や自助グループに対する思いを参考に「女性
アルコール依存症者の断酒継続につながる
思いについての質問紙」を作成した。 
 項目の内容は、断酒行動そのものや飲酒・
断酒に関する対人関係（家族及び友人等）に
関する内容、断酒行動に伴う生活環境の調整
（職場及び冠婚葬祭等における機械飲酒の
回避等）に関する内容を含むものとした。 
 具体的には「女性のみのミーティングでは、
混合ミーティングでは出来ない話が出来て
ホッとしたことがある」「女性ミーティング
の仲間の話から、自分のことについて新しい
発見があった」「女性ミーティングへの参加
をしばらく中断していて、久しぶりに来たと
しても安楽感を感じる」「自分のことを見て
くれている人がいるというのがすごくうれ
しいと感じるので、ミーティングに来ている
のだと思う」など 56 項目から構成されてお
り、各項目「非常にあてはまる」を 5、「全く
あてはまらない」を 1とした 5段階評価で回
答できるものとした。 
3）この質問紙を「断酒継続出来ていない女
性アルコール依存症者」に記入してもらった
ところ、「断酒継続出来ている女性アルコー
ル依存症者」が 2）で示した項目に対して、
「非常にあてはまる」「まあまああてはまる」
と回答した者が多かったことに対して、「断
酒継続出来ていない女性アルコール依存症
者」では「あまりあてはまらない」「どちら
ともいえない」と答えた者が多かった。その
ため、ミーティングに出席することの価値や
参加による満足感が十分に得られず、出席が
中断され、その結果再飲酒につながってしま
うのではないかということが示唆された。 
 しかし、「辛い思いをしている仲間の話に
は、年齢差や立場を越えて共感できるものが

ある」「女性ミーティングに出て、女性アル
コール依存症者がたくさんいたことでの安
心感を得ることが出来た」という質問に対し
ては「非常にあてはまる」と答えており、ミ
ーティングそのものは認めており、また「定
期的にミーティングに出続けることが自分
に充電することになり、うつの早期発見・早
期治療につながると思う」に対しても「非常
にあてはまる」と答えていることから、本研
究の「死への転帰を予防する断酒継続プログ
ラムの開発」において、この質問紙を使い、
ミーティングへの参加を促し続けることが
重要であることが明らかになった。 
4）また「断酒継続出来ていない女性アルコ
ール依存症者」に対して、先の質問紙記入の
依頼にあわせて行ったインタビューの結果、
彼女らがなぜ断酒継続出来ないかについて
は、女性 AA ミーティングに対してネガティ
ブなイメージをもったことで、今後は参加し
たくないと思った方や、断酒は出来ていない
が、ミーティングに参加することで、何とか
節酒は出来ている方がいた。また入院をきっ
かけに断酒できた方もおり、この方に関して
は、断酒を続けていく経過中の思いについて
引き続き観察していく予定にしている。 
5）今後は「女性アルコール依存症者の断酒
継続につながる思いについての質問紙」の使
用と、インタビューにより「断酒継続出来て
いない女性アルコール依存症者」に対して断
酒継続が出来るような介入を続けていくこ
とを予定している。 
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